
 
 
 
 
 

 
 

夏休みまで あと１か月！ 
梅雨に入り，湿度の高い日が続いています。気温の変化も大きく，体調を崩しやすい状況ですが，子どもた

ちは暑さに負けず元気よく過ごしています。水泳の授業も始まりました。万全の体調で学校生活を送ることが

できるのも，日頃からのご家庭での健康管理の賜物と感謝しております。学校においても，今後もこまめな手

洗い，マスク着用，水分補給の声掛けをしていきます。 

 夏休みまであと１か月です。３年生の学習も進んできましたが，ご家庭でも，引き続き家庭学習を頑張る子

どもたちへの声掛けをお願いいたします。 

 

 

月 火 水 木 金 

   １ 

担任による読み聞かせ 

歯の健康教室（２・３

校時） 

２ 

 

５ 

諸経費引落日 

６ 

いじめアンケート 

７ 

縦割り班活動 

一斉下校 

８ ９ 

1２ 

ＳＣ来校 

1３ 1４ 

 

 

1５ 

登校指導 

ボランティアによる読

み聞かせ（朝） 

1６ 

１９ 2０ 

交通安全教室（３校

時） 

2１ 

朝会  

２２ 

海の日 

夏休み～８月２５日 

2３ 

スポーツの日 

2６ 

個人懇談 

2７ 

個人懇談 

2８ 

個人懇談 

２９ 

個人懇談 

3０ 

個人懇談 

          

国語   調べて書こう，わたしのレポート  はりねずみと金貨 

社会   わたしたちのくらしと市ではたらく人たち 

算数   わり算  長さ  表とぼうグラフ 

理科   植物の育ちとつくり  風とゴムの力のはたらき 

音楽   こんにちはリコーダー  歌声ひびかせて 

図工   光サンドイッチ 

体育   水泳運動  ネット型ゲーム 

  総合   うつのみやたんけんたい 
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６月の子どもたち 
 

◎オープンスクールでは，お忙しい中参観して下さりありがとうございました。子どもたちが一生

懸命に学習に取り組む姿を見ていただけたのではないでしょうか。今後もご協力いただくことが

多くありますが，どうぞよろしくお願いいたします。 

◎6月には教育相談期間があり，児童と 1人ずつ話す機会を設けました。多くの子どもたちが，学

校で友達と会ったり，遊んだりすることが楽しいと言っており，学校が子どもたちにとって大切

な「場」となっていることを感じました。 

◎国語「国語じてんの使い方」では，国語辞典を使用しました。初めて辞書を引く児童もいて，楽

しみながら学習に取り組みました。 

◎理科では，各教室で，モンシロチョウの幼虫を育てました。3 クラスともさなぎになり，成虫に

なりました。子どもたちは命に触れ，意欲的に学習しています。 

 

◆水泳の学習について 

 子どもたちが楽しみにしていた水泳の学習が始まりました。安全に考慮しながら，学習

を進めています。検温カードを忘れてしまったり，押印がなかったりすることで，水泳が

見学になってしまうお子さんがいます。忘れ物のないように確認をお願いいたします。 

 宇都宮市では，小学校の卒業までにクロールで２５メートルを泳げるようにするという

目標を掲げています。一人一人それぞれが，昨年度よりも泳げるようになるように支援を

していきたいと思います。本年度は，週に 2回，プールに入ります。 

  １組：水曜１校時，木曜４校時 

  ２組：水曜４校時，木曜 2校時 

  ３組：火曜４校時，木曜 1校時 

◆コンパスの購入について 

 算数の学習でコンパスを使用します。学習に使いやすいものを学校で一括購入しようと考えてい

ますのでご家庭では購入されなくて大丈夫です。 

  ～自ら進んで働くことの大切さ～     

３年生の子どもたちは，働くことが大好きです。毎日の掃除も，進んで取り組んでいます。当番や係の

仕事も協力して行っています。 

ですが・・・成長とともに，だんだん，自分たちの楽しみが優先されてしまう場面も出てきたように思

います。「このくらい，大丈夫。」という，経験からくる自分なりの調整が始まるようです。 

やらなければいけない，きまりだからやる，叱られるからやる，誰かがやってくれる，自分一人くらい

やらなくったって大丈夫…。誰でも考えてしまいそうなことではありますが，「働くとは，はた（周りの

人）を楽にすることだ。」ということについて，改めて考えていければと思います。 

ご家庭でも，家族の一員としての家事の分担や地域の活動など，たくさんの「働き」に触れる機会もあ

ることでしょう。ぜひ，ご家庭でも，「働くこと」について話し合ってみてください。 


